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時間の形としての都市 : 東京のパラドックス




























































1	 «	 Tokyo,	 ville	 éphémère	 »,	 in	 Yann	 Nussaume,	 Anthologie critique de la théorie 
architecturale japonaise, op. cit.,	p.	439.
2	 Yohinobu	Ashihara,	L’Ordre caché : Tokyo, la ville du XXIe siècle ?,	trad.	M.	Shimizu,	
Paris,	Hazan,	1994（芦原義信『隠れた秩序　二十一世紀の都市に向って』中公文庫、
1989 年）参照。
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　芦原はまた、日本の都市建築は近目から
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（émergente）形であって、指導的な中心から発する
全体の構造、すなわちデザイン
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という考えは
また、ある種の局所的な情熱
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のに復帰するための他の道
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を見つけなければならないということにすぎない。
それが、局所的な道
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されることができなければならない












4	 初出は Architectural Design,	ロンドン、1966 年 3 月。





























5	 Roland	Barthes,	L’Empire des signes,	Paris,	Skira,	1970,	p.	44-46（『表徴の帝国』宗左
近〔訳〕、新潮社、1974 年、p.43	引用文中の訳は変えてある）
























6	 オギュスタン・ベルクの言う「東京という名の幻想」（Yann	 Nussaume,	 Anthologie 
critique de la théorie architecturale japonaise,	p.	462）である。Augustin	Berque,	«	J’
en	ai	rêvé,	c'était	Tokyo.	Prémices	d'un	fantasme	collectif	(note	critique)	»,	Annales. 
Histoire, Sciences Sociales,	 49e	année,	n°3,	1994,	p.	585-593 を参照。バルト自身が批
判者の先回りをするかのようにわざわざ「私が東京と呼ぶ
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この都市である。
7	 Jinnai	Hidenobu	Tokyo : A Spatial Anthropology,	Berkeley,	University	of	California	
Press,	 1995（陣内秀信『東京の空間人類学』筑摩書房、1985 年）、特に p.8-9（日本
語 p.22-25）にある、江戸時代と現代の都市平面を文字通り重ね合わせて作られた見
事な地図による例証を参照してほしい。





































8	 このジャンルに関してはC.	Buci-Glucksman,	L’esthétique du temps au Japon : du zen 
au virtuel,	Paris,	Galilée,	2001	;	Régine	Robin,	Megapolis,	Paris,	Stock,	2009	;	François	
Laplantine,	Tokyo, ville flottante,	Paris,	Stock,	2010 などを参照。
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提起されるのか、そして他の都市では
なくこの都市が
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に小さい
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と呼んでもいいだろう。この点において、東京は京都よりも小さ
0 0 0 0 0 0 0
9	 L’Empire des signes, op. cit.,	p.	57（『表徴の帝国』p.56　引用文中の訳は変えてある）

































10	 «	 High	 Resolution	 Urbanism:	 Scalar	 Diversity	 at	 Kichijoji	 »,	 in	 Small Tokyo,	 D.	
Radović	et	D.	Boontharm	(dir.),	Tokyo,	IKI	and	flick	studio,	p.	80-87（『small	Tokyo	
スモール・トーキョー』「高解像度の都市――吉祥寺の多様なスケール感」）






























11	 特に Tokyo : A Spatial Anthropology, op. cit.,	 p.126-127,	 132（『東京の空間人類学』
p.172-185）を参照。
12	 L’Ordre chaché, op. cit.,	p.	43（『隠れた秩序』p.100）
13	 Ibid.,	p.	58-62
14	 Ibid.,	p.	32


































15	 Tokyo : A Spatial Anthropology, op. cit.,	p.	127（『東京の空間人類学』p.181）
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ラドックス




































17	 この例は Jephta	Dullaart,	«	Tracing	the	past	in	the	city	of	the	future	»　in	Tokyo 
Totem, op. cit.,	p.	208-211（『トーキョ ・ートーテム	主観的東京ガイド』モーニク〔編〕、
フリックスタジオ、2015 年「未来の街の過去をたどる」ジェフタ・デュラート）か
ら借用している。


























18	 Tokyo : A Spatial Anthropology, op. cit.,	p.	21,	64-65	（『東京の空間人類学』p.35,92-96）
参照。陣内が採用している歴史的・地理的観点は、「浮遊する」だけでなく真の意味
で移動し変身する都市という観念が引き起こす熱狂を和らげてくれる。同様の考え




19	 Julian	Worrall,	«	Time	in	the	City	of	Temporal	Monuments	»,	 in	Tokyo Totem, op. 
cit.,	p.	150-151（『トーキョー・トーテム』「時のモニュメントの街における「時間」」）	
および	Joris	Berkhout,	«	City	Beyond	Time	»,	p.	124-27（同書「時間を超越した都市」）
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）空虚である
0 0 0 0 0
、
東京はその居住者よりも若い


































































































































24	 La Production de l’espace,	4e	éd.,	Anthropos,	2000,	p.	206.（『空間の生産』斎藤日出治
〔訳〕、青木書店、2000 年）
25	 Ibid.,	p.	96.
































27	 私は以下の二つの論文でこの問題を論じている。«	 Invention	 du	 local,	 épuisement	
des	 lieux	 »,	 in	 Airs de Paris,	 Christine	 Macel	 et	 Valérie	 Guillaume	 (dir.),	 Paris,	
Éditions	du	Centre	Georges	Pompidou,	2007	;	«	La	ville	relativiste	:	de	Lefebvre	à	
Einstein	»,	L’Archicube,	n°5,	2008.
28	 Manuel	Tardits,	Tokyo, portraits et fictions,	Blou,	Le	Gac	Press,	2011,	p.	130
29	 この表現はオギュスタン・ベルクの Vivre l’espace au Japon,	 Paris,	 Presses	
universitaires	de	France,	1982,	p.	118-147 から取っている。
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共にあることであり、各瞬間に物がそのまま配置され
ている空間の中にいることではない。




















































































0 0 0 0 0
ということだ。現在は厳密な
意味において、点ではない。「今」は普遍的生成の瞬間的断面（物理学の授業
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的な時間概念を 90 度転換させる
































































0 0 0 0 0
時空、
他方は束ねられた
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を暗示す
ることから生じている。この現象は単に視覚的なものではなく、運動感覚的
34	 この点に関してはオギュスタン・ベルクの分析、特に le	 Vocabulaire de la spatialité 
japonaise,	P.	Bonnin	et.	al.	(dir.),	Paris,	CNRS-Éditions,	2014,	p.	372-374 を参照。また
Vivre l’espace au Japon, op. cit.,	p.	138-142 も参照のこと。
35	 穴だらけでかつ高密度な日本の町区と路地の形態学に関しては、マニュエル・タル
ディッツの Tokyo, portraits et fictions,	op.	cit.,	p.	193-198 を参照。
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の特異な経験の機会を提供してもいる。地元の
36	 槙文彦	«	L’espace	de	la	ville	japonaise	et	le	concept	d’oku	»,	in	Nussaume,	op. cit.,	p.	
391（『見えがくれする都市』「奥の思想」p.207-209）を参照。また陣内秀信の Tokyo : 
A Spatial Anthropology, op. cit.,	p.	124（『東京の空間人類学』p.172-184）によるスケー
ルの問いに関する探究も参照。またマニュエル・タルディッツは都市のミニチュア
版のような旅館の舞台空間的構成を論じている（Tokyo, portraits et fictions, op. cit.,	p.	
158）。
37	 特に『アトリエ・ワン	コモナリティーズ	ふるまいの生産』LIXIL 出版、2014 年を参照。































38	 Kisho	Kurokawa,	in	Nussaume,	op. cit.,	p.	433（『黒川紀章著作集第 7巻　建築論 III』
勉誠出版、2006 年、「リゾームそしてカオスモスの世界へ」p.190）
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あるいは非局所性の原理である。これは流
動的で連続的な経路に従って、近くから近く
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だけでなく、遠くから遠く



























































42	 ピエール =ジャン・ジルーによる一連の映画（Invisible Cities）と出版準備中の私の
テキスト «	À	quoi	rêvent	les	villes	?	Fantômes	du	métabolisme	» を参照。
43	 この会話を先取りしたような内容が 10+1 のウェブサイトに掲載されている。
「オブジェクトの中のプロジェクト──反プロセスとしてのプロトタイプ論」
http://10plus1.jp/monthly/2016/08/pickup-01.php
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の同時性
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